
 

 平成２６年第一回境町議会（平成２６年３月１１日召集）  

 

橋 本 町 長 所 信 表 明 

 

本日、ここに、「平成２６年第１回境町議会定例会」が開催されるに当たり、発言の機会をいただきまし

たので、一言ご挨拶を申し上げ、私の所信を表明させていただきます。  

この度、町民の皆さまのご信託を受け、境町政の舵取りを担わせて頂くことになりました。本日ここに、

２万５千町民を代表する町議会の皆さまにご挨拶できますことを誠に光栄に存じております。  

 

私にとりましては、町議会側から執行部側へということで、景色が違ったという実感はありますが、今

はそのことよりも、多くの町民の皆様のご推挙により、境町長に就任した責任の重さを改めて全身で感じ、

町政に取り組む決意を強く持った次第であります。  

私は、１１年前の平成１５年に境町議会議員に当選後、１１年間に亘り、町民の皆様の町政に寄せる期

待にお応えすべく、常に境町の将来を見据え、その課題解決に向けて全力で取り組んできたつもりであり

ます。  

 

この度、議員から町長へとその立場は変わりましたが、愛する境町のためにという思いは、いかなる場

においても変わるものではなく、私の政治の原点である「郷土愛」、その強い「郷土愛」をもって、これ

から境町のまちづくりに取り組んでいく所存であります。  

 

私の公約の一つである「境町を再構築いたします」とは、町民の皆様の声を代表する議会と執行機関、

そして、町民の皆様の三者が一体となり、境町民であることを誇りに思える素晴らしい境町を作っていく

ことであります。この「町民との協働のまちづくり」を実現するため、町議会の皆様のご理解となお一層

のお力添えをお願い申し上げる次第です。  

 

本日は、私にとって町長就任後、初めての議会でありますので、町政運営に当たる方針について、所信

を述べさせていただき、職員並びに町民の皆様のご理解とご協力をいただきたいと存じます。  

 

 

[選挙の総括・方針]  

さて、この度の選挙を通じまして、数多くの町民の皆様方の生の声を直にお聞きすると共に、境町を今

以上に良くしていこうという「志」や「熱い思い」に触れ、改めて感銘を受けたところでございます。同

時に、２万５千町民の皆様方から境町政の運営を負託されることになりました、町民一人ひとりの期待と

町長としての責任の重大さに身が引き締まる思いでございます。  



 

私が政治家を目指し、そして町長になろうとした原点は中学３年生の時にあります。私が「町長ってど

んな仕事をしているのだろうか」と当時町長であった祖父に質問したとき、その答えは「町長は大変な仕

事。私たちの将来を、このまちの未来を担っていく仕事なんだよ！」ということでした。私はその時、「こ

の町をもっと楽しい、笑顔あふれるまちにしたい！」と決意し、政治家になることを志しました。私はこ

の少年期の「思い」と２７歳の時に町議会議員に初当選した時の「決意」をもって初心を忘れることなく、

新しい境町のために私の持てる力の全てを捧げる覚悟でございます。  

 

私は、境町長として、町民の皆様からの負託にお応えし、我がまち「境町」の更なる発展のために私の

持てる力の全てを捧げる覚悟でございます。町民の皆様、企業の皆様並びにそれらを代表する議会の皆様

のご理解とご協力を重ねてお願い申し上げます。  

 

 

[国・地方の動向]  

さて、今わが国は、本格的な人口減少時代と高齢化社会が到来し、独居高齢者・核家族化・共働き・子

育て不安など、解決しなければならない問題が山積しております。あわせて、１９９０年代初頭以降の慢

性的な需要不足の継続による「失われた二十年」といわれる構造的なデフレ体質により、経済成長は低い

水準で推移して参りました。同時に、年金・医療・介護等の社会保障費は、年々増加しており、国と地方

を合わせた債務残高はついに一千兆円を超え、国のプライマリーバランスの黒字化の目処は未だ立ってい

ない状況になっております。わが国の財政状況は極めて危機的な水準になっていることは言を待ちません。  

 

安倍政権はいわゆる「アベノミクス」において、①「大胆な金融政治」②「「機動的な財政運営」③「民

間投資を喚起する成長戦略」の三つの基本的方針を掲げながら、さまざまな政策を打ち上げ、デフレ経済

からの脱却を目指しております。ここにきて景況感がやや上向きになってきているとはいえ、その波及効

果が地方にはまだ本格的に現れていないことや経験のない貿易収支の赤字化など、先行きの不透明感でま

だ覆われております。  

 

また、地方に向けては、地域主権戦略大綱（平成２２年６月閣議決定）に基づき、「地方からの新たな

提言等も踏まえて基礎自治体への法令による一層の権限移譲について検討を行う」とし、県から基礎自治

体への権限移譲はさらに進むものと考えられております。さらに、道州制基本法案及び道州制推進基本法

案が国において議論されており、これが成立すれば、国民会議が設置され、内閣総理大臣の諮問を受けた

日から３年以内に答申があり、さらに答申があった場合には、２年以内に法整備が義務づけられることに

なっております。  

 

地方自治体は、平成の大合併を乗り越え、血のにじむような行財政改革に取り組んで参りましたが、さ

らに国は現在の財政難を克服するため、地方交付税や国庫補助金の減少、あるいは社会保障における地方



負担などの増大等を進めざるを得ない状況であります。国を挙げての行財政改革は一旦スタートすれば急

速に進んでいくものと想定され、仮にそのような事態になれば、地方が試される局面がまた到来する事を

意味しているでしょう。  

 

さらに、少子高齢化、核家族化、人口減少、高齢世帯の増加、引きこもり、ニートの増加、不登校、希

薄化するコミュニティなど、メンタルな社会問題を抱える中で、社会保障制度の大幅な改革が余儀なくさ

れております。  

 

いこのように町民を取り巻く環境はまさに切実であり、将来への不安を抱かれている方も少なくありま

せん。このような社会経済状況のもとで、町民の皆様が幸せを実感できる社会を築き、また将来の境町の

将来を担う子どもたちが確かな夢を持てる町にしていくことが、私に与えられた「使命」ではないかと考

えているところです。  

 

 

[予算]  

平成２６年度当初予算につきましては、義務的経費や経常的経費などの継続事業を中心に「骨格予算」

として編成いたしました。新規事業や投資的経費など政策的経費に関しましては、「肉付け予算」として、

今後平成２６年６月に補正予算を計上する予定であります。この先も、財政の健全性には十分留意しなが

ら、適切な行財政運営を行ってまいる所存でありますので、議員各位におかれましても何卒ご理解を賜り

ますようお願い申し揚げます。  

 

 

[行革（予算との関連で）]  

野村町政１２年の行政運営では、合併しないということを決定して以来、職員数の削減など、徹底した

行財政改革に積極的に取り組み、財政再建に大きな成果を挙げられました。  

 

その一方で、長年の課題でもあった学校関連施設の耐震化事業など、多くの施策を実現されたことを高

く評価すると共に、敬意を表する次第です。  

行政改革については、その成果を受け継ぎ、「町民力」「資産」「組織」をテーマとして民の力を十分

に活かし、今ある資産を効果・効率的に活用することのできる行政を実現し、自律性の高い組織運営の確

立をめざしていきたいと考えております。  

 

すべての事業の再点検や、経常経費の削減等の内部努力、民間活力の活用などに不断に取組むほか、財

源確保策としての税収の向上策などに取り組んで参ります。  

 

特に将来の境町のために投資すべき事業には積極的に投資していく「攻めのまちづくり」を行っていく



ことも重要であると考えております。今後、優先順位を判断しながら、「将来を見据えた境町の成長戦略」

をしっかりと進めていく所存です。  

 

なお、取り組みの実現に当たっては、町民の皆様にも痛みを分かち合っていただくことがあるかもしれ

ませんが、それは境町の将来のための成長戦略であり、将来を担う子どもたちのための取り組みであるこ

とのご理解とご協力をお願い申し上げる次第です。  

 

 

[再び具体的方針、三つの柱] 

私、橋本正裕の原点は、自分のふるさと境町に対する「夢」であり、それを実現するための熱い「思い」

であります。私は、町民一人ひとりが、それぞれの夢や目的を持って、主体的に人生を謳歌し、幸せを実

感できる「まち」が理想であると考えております。「町民が幸せを実感できる」まちづくりのため、①「誇

り」と②「やさしさ」と、③「活気」の３本柱をもって、ハード・ソフト両面から全力的に取り組んで参

ります。  

 

私は、この３つの視点から事業を総点検し、町民との「対話」や市場調査によって町民ニーズを把握し、

議会の皆様とともに行政運営をして参りたいと存じます。施策の展開に当たっては、年次計画を策定して

着実に実施し、その成果を議会、町民の皆様にお知らせしたいと考えております。また、あわせて着実な

事業実施を確保するため、「第５次境町総合計画」のほかに財政計画や事業計画を策定し、財源を見通し

て事業の進捗を担保すると共に、茨城県でもワースト１位となっている将来負担比率や、実質公債費率を

健全財政に転換して参りたいと考えております。  

 

私が推進して参ります、このまちづくりの三つの柱を次にお示しいたします。  

一つ目の柱は、「誇り」・「新しい人づくり・地域づくり」です。  

「境町に帰ってきたい。境町で働きたい。境町で子育てをしたい」と言えるような境町を作って参ります。

学校教育はもとより、職員教育にも取り組み、徳育・知育・体育・食育のバランスのとれた教育を推進し、

子どもたち一人ひとりの「生きる力」の育成をめざして参ります。また、子育て支援につきましては、学

校の空き教室の利用や、学童保育の充実、給食センターの建替えなども検討して参ります。スポーツ施設

につきましては、境町の有能な人材や財産を活用すると共に、２０２０年に開催される東京オリンピック

に向けてさまざまな要望・推進活動をして参ります。  

 

二つ目の柱は、「やさしさ」・「新しい安心づくり」です。  

子どもを守るための通学路の安全確保の向上と公共施設の１００％耐震化を実現します。また、お年寄り

や障がい者の方々が元気に暮らせる福祉環境の構築と交通弱者対策などに取り組みます。さらに、次世代

に負担を残さないよう財政健全化に努め、将来負担比率県内ワースト１位、実質公債費負担比率ワースト

２位からの脱却を目指します。  



 

世論調査によりますと防犯対策は連続して上位を占め、また、東日本大震災を契機に防災対策への町民

の期待も高まっていることから、防災・減災・防犯都市を目指し、河川の洪水対策や冠水対策、防犯カメ

ラの町内設置など、あらゆる施策を検討いたします。また、太陽光などを利用した環境に配慮したスマー

トシティを目指します。  

 

三つ目の柱は、「活気」・「新しい元気づくり」です。  

境町にはチャンスがあります。  

「活気あふれるまち」にするためには、まずもって、地域経済の活性化が不可欠です。  

本町は、新４号、３４５号、圏央道など交通の要衝という恵まれたポテンシャルを有しており、これらの

交通網を活かした産業振興を進めていかなければなりません。  

 

茨城県の「茨城圏央道産業コンプレックス基本計画」との整合性を担保し、国や県との協議を進めなが

ら、圏央道境古河インターチェンジ開通を見据えた基盤整備・環境整備を推進して参ります。特に圏央道

の整備効果を最大限に活かす拠点整備につきましては、税収増や雇用確保に期待が膨らむ事業であり、本

町の新たな産業拠点として、必ずや地域経済の活性化につながるものと確信しております。  

 

あわせて、国道３５４号バイパスにつきましては、国道４号までの事業化が決定されておりませんので、

こちらも早期事業化を要望して参ります。  

 

また、町民の生活を支えているのは、多くの町内企業です。情報共有化や意見交換の機会を創設しつつ、

元気な企業を支援するしくみの構築に取り組みます。また、NPOや町民活動団体との連携を進めながら、

町民や地域の担い手が自由な発想で主体的・積極的にまちづくりに取り組めるような支援策を強化します。

さらに、公共施設や道路などの公共インフラについて、経済効果と投資効果を考慮し、機能の高い都市空

間の創造や環境美化の充実を図りつつ、単なる維持管理だけではなく、便利で使い勝手の良い施設にする

ためのリフレッシュリニューアル事業を推進します。  

 

以上、私が目指していくまちづくりの方向性の一端について述べさせていただきましたが、この三つの

柱の実現に向けて、さまざまな世代の町民との「対話」を大切にし、勇気と情熱をもって果敢に取り組ん

でいくことが最も肝要であると考えております。  

 

 

[柱のための三つの対話]  

そこで私は、若者の声を聞きます（若者のアイデアを！）  

子育て世代の声を聞きます（子育て世代とともに！）  

高齢者の声を聞きます（高齢者の知識と経験を！）の三つの「対話」を進め、この「対話」を通して、広



く皆さんからのアイデアを最大限に有効に活かしながら、夢ある未来のために、『町民の、町民による、

町民のための町政』を実現して参ります。  

 

さまざまな世代の町民の皆様との「対話」を通し、皆さんの声を聞かせていただくと共に、あわせて私

の考えている三つのビジョンをご理解いただくことによって、町民や議会の皆様、執行部の私どもの三者

が相互理解を深め、協同して力を合わせ、私達のまち、この境町の将来を切り拓いて参りたいと考えてお

ります。また、私は、町議会議員４期１１年の間にいただいた暖かいご声援や得られた多くの経験や人脈

を糧に、勇気と情熱をもって、誠心誠意努めて参る所存でございます。  

 

 

[結 語]  

先に申し上げましたとおり、私の政治の原点は「郷土愛」にあります。  

境町民の皆様が、茨城県、ひいては日本の中で、境町に住んでいることを誇りに思えるような素晴らし

いまちづくりを進めていきたいという思いでいっぱいであります。しかしながら、私の目指すまちづくり

は、町長一人で成し得るものではありません。今後、町民や議会の皆様のご指導をいただきながら、真の

リーディングタウン実現に向けて、この４年間、全身全霊を傾注して邁進していく所存です。  

 

今定例会には、２４議案を提出させていただきましたので、慎重審議の程、よろしくお願い申し上げま

す。  

また、町政報告につきましては一読していただきますよう、お願い申し上げます。  

 

終わりに、議員各位並びに町民の皆様のご指導、ご支援を心からお願い申し上げ、本日の平成２６年第

一回定例会議開会に当たり、私からの所信表とご挨拶とさせていただきます。 


